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研究成果の概要： 
 不活動に伴う筋力，筋代謝能および血流の低下の程度と、運動トレーニングが各指標の低

下（悪化）予防に有効か否かを検討した。健常成人男性４２名を対象として，２１日間の上肢
ギプス固定を行った。固定期間中に，トレーニングを行わない群と週2回の筋力（握力の70%
の運動を１０回）＋持久トレーニング群（動的グリップ運動を疲労困憊まで）を設けた。測定
の結果，各指標はギプス固定により低下し，トレーニングによりその低下が抑制できた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 3,000,000 0 3,000,000 

２００６年度 2,300,000 0 2,300,000 

２００７年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

２００８年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

  年度    

総 計 9,500,000 1,260,000 10,760,000 

 

 
研究分野：スポーツ医学 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
キーワード：不活動，筋力，持久力，トレーニング，筋血流 
 
１．研究開始当初の背景 
 身体活動の低下は、長期の入院や加齢に伴
い起こり、近年では小児においても身体活動
の低下が報告されている。身体活動の低下は、
生活の質の低下や保健財政の面から社会問
題となっており、今後とも、この傾向が国民
全般において進むことは明らかである。また，
身体活動の低下（極端な場合には、廃用症候
群）による変化と老化は共通した特徴を有し、
前者は後者を助長することが分かってきた。
このことは、特に骨格筋において顕著である。 
 
２．研究の目的 

 前腕筋の不動化に伴う筋量低下，骨量低下，
筋代謝能低下，血管径，内皮機能および血流
の低下の程度を定量化し，各種運動トレーニ
ングと栄養摂取の組み合わせが，これら指標
の低下（悪化）予防に有効か否かについて包
括的に検討した。筋不動化の期間中に処方す
るトレーニングは，持久トレーニング，筋力
トレーニングとする。筋不動化に伴う機能低
下を予防できる可能性のあるサプリメント
（アミノ酸）を投与することにより，トレー
ニングとサプリメントの相乗効果も検討し
た。 
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３．研究の方法 
（１）被験者 
健常成人男性４２名を対象として，21 日

間の上肢ギプス固定を行った。被検者はギ
プス固定期間中に，固定のみ（IMM），持久
トレーニング（ETR），筋力トレーニング
（STR），複合トレーニング（SETR）または
アミノ酸投与トレーニングを行う群に無
作為に分けた。尚，利き手はコントロール
（Control）とした。倫理委員会の審査後，
被検者には本研究の方法や意義を十分に
説明したうえで、研究の協力および匿名で
のデータ公表に関する同意を文書で得た。 
（２） 実験手順およびトレーニング方法 
 すべての被験者に対し，非利き腕側の上
肢をギプスを用いて上腕中位より手掌ま
でを良肢位にて 21 日間固定した。持久ト
レーニング方法は，週２回の頻度で動的グ
リップ運動をギプス固定前の最大随意収
縮力の３０％（30％MVC）強度で１秒に 1
回の頻度で疲労困憊まで行わせた。筋力ト
レーニングは，週２回の頻度で 70%MVC の
グリップ運動を１０回行わせた。分岐鎖ア
ミノ酸投与は，一日に体重当たり 100mg と
した。 
（３）測定指標 
 測定指標として，MVC，前腕最大周囲径，
30%MVC 強度の１秒に１回の頻度での動的
グリップ運動の持続時間（筋持久力）を測
定した。筋有酸素能は，磁気共鳴分光法に
よる運動後クレアチンリン酸回復時定数
（TcPCr）により評価した。また，超音波法
により，上腕動脈血流量，血管内皮機能を
測定した。 
 
４．研究成果 
 二元配置（固定前後×グループ）分散分析
の結果，ギプス固定により，前腕最大周囲径
（図１）は変化しなかった。MVC（図２），筋
持久力（図３），筋有酸素能は低下したがト
レーニングにより変化した（交互作用有）。 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 筋有酸素能と血流についてもMVCと同様の
変化を示した。 
 アミノ酸投与の影響は見られなかった。 
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図２ 握力（ｋｇｗ）の変化 
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図１ 前腕周囲径（cm）の変化 
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図３ 筋持久力（秒）の変化 
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